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東京大学木曽観測所では、現在次期観測装置として、木曽広視野カメラ (KWFC)の開発を行っている。このカメ
ラは 2048×4096ピクセルのCCDチップを 2列× 4個の計 8個並べたもので、シュミット望遠鏡主焦点で 2度×2度
(pixel scale 0.94”/pix)の領域をカバーするものである。開発当初は、すぐに入手可能なMIT/LL CCD(CCID-20)
6個を用いて迅速にカメラを製作する予定であったが、大半のチップに不具合が見つかったため、既存のフィール
ドフラットナーレンズによる補正範囲を最大限に活用するCCD 8個でのモザイクカメラの開発に計画を変更した。
当面は、駆動が確認されたMIT-CCD1個と新たに購入した e2vテクノロジ社のCCD(CCD44-82)の 2個のチップ
を用いて、モザイクカメラの開発を進めていく。
MIT-CCDの単独読み出しテストは既に報告済である (2007年春季年会 V23b)。今年度から e2v-CCDの読み出

し試験を開始し、課題であったMIT-CCDとの同時読み出し試験を行なった。結果、国立天文台が開発したMFront
と木曽独自の汎用コントローラを組合せ、異機種チップを同時読み出しすることに成功した。
一方、KWFCの機械系についても並行して開発を進めている (2007年春季年会 V24b)。カメラの視野を広げたこと

で、デュワーを再設計し、窓材の強度、光学系について再計算を行った。検討の結果、フィールドフラットナーレンズ
を窓材に兼用する設計でデュワーの製作を開始した。また、フィルターはこれまでにBVRI(158mm×158mm×15mm)
の 4種類を購入している。本学会では、KWFCの最新の開発状況を報告する。


